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論 文 内 容 要 旨
パ ー キ ンソ ン病(PD)は,運 動機能 障害 に加 え認知 機能 障害 もあ る ことが知 られて い る。認
知機能 障害 の ひとつ と して視覚認知障害があ り様 々な視覚処理 レベ ルでの障害 が報告 されて いる
が,視 覚認知 障害 の神経 基盤の報告は少な い。 重ね描 き された複数 の物 体 の線 画 か ら描 かれてい
る対 象を 同定 す る錯綜 図認知検 査 は,視 覚物体認 知 の鋭敏 な検 査 であ り,大 脳 皮質 の後方領 域障
害 患者 の視 覚 認 知 障害 の同定 に使 用 され てい る。 また,痴 呆 の あ るPDやLewy小 体 型痴 呆
(DLB)の患 者 にお いて も視覚認知 障害 の同定 に用 い られ,さ らに幻 視 のあ るDLB患 者 で幻視
のな い ものよ りも障害 が強 いと報告 されて いる。 以上 よ り錯綜 図認知 障害 の背景 にあ る視 覚処理
の障害 を明 らかにす る ことは,PDの 特徴的な症状 と して臨 床的 に重 要 であ る幻 視 の発現機 序 を
紐解 く可能性 が考 え られた。 そこで,(1)Poppelreuter型の錯 綜 図認 知 課題 を用 いてPDの 視覚
認 知 障害 の特 徴 を 明 らか に し,(2)i8F-fluorodeoxyglucose-positronemissiontomography
(FDG-PET)を用 いて,安 静 時の局所脳糖 代謝(rCMRglc)を測定 し,錯 綜 図認 知課題成 績 と
rCMRglcと相 関か ら視覚認知障害 の背景 にある皮 質視覚処理 の障害 を検 討 した。
4つの線画 が重な った刺 激を提示す る10試行か らな る錯 綜図認知課 題 を作 成 し,東 北大学病院
神経 内科 外来 を受診 す るPD群45名 と,地 域よ り公募 した健常 対照群20名 に施 行 した。 課題成
績 と して,(1)正反応数:刺 激 に描か れて いる対象 を正 しく同定 で きた個数,(2)錯 反応数:刺
激 に描 かれて いな い他 の対 象を誤 って答えた個 数の2種 類 の指標 を測定 した。 また。 錯綜 図認知
障害 と関連 した脳領域 を特定す るためにPD群 に対 してFDG-PETでrCMRglcを測定 した。
結 果,PD群 の正 しく同定 す る正反応 数(30.6±5.4)は,対照群(32.3±4.6)と比較 して少 な
い傾 向を示 したが,そ の差 は統計 学 的に有意で はな か った(t=1.67,p=0.10)。一 方,誤 認 に
よる錯 反応 数 は,PD群(3.0±32)で 対照群(1.0±1.2)より有意 に多か った(t=3.6,p=
O.OOI)。また,錯 反 応数 の増加 は,5つ の共変量(年 齢,性 別,運 動 機能 障害 の重症 度,記 銘力
障 害 や一 般 認 知 機 能 低 下)と の 関連 を除 い た解 析 に て,右 外側 後頭 複 合(lateraloccipital
complex;LOC)と両側側 頭頭頂後頭接合(temporo-parieto-occipitaljunction;TPOjunction)
のrCMRglcの低下 と相関 していた(p<0.001uncorrected,k<10voxels)。
以上 よ り,痴 呆を伴 わないPDの 錯綜図認知障害 の特徴 は,提 示 されて いない対象 を誤 認す る
反応 が増 える こ とで ある ことが示 され た。 この誤 認 は視覚 処理 の腹側 の流れ に属 す るLOCの 機
能低下 と,背 側 の流れ に属 す るTPOjuncti。nの機能低下 と関連 して いた。 この こ とか ら,腹 側
の流 れ に属 す るL、OCの機 能低下 によ る視 覚補 完不全 と,背 側 の流 れ に属 す るTPOjunctionの
機能低下 によ る他の対 象への注意 変換 の障害が誤 認の形成 に関連 してい る可 能性 が示 唆 された。
一490一
審 査 結 果 の 要 旨
パ ーキ ンソ ン病(以 下,PD)患 者 に は,運 動機 能障害 に加 え認 知機能 障害 も生 じる。幻視 お
よ び視覚 認知障害 は特徴的 な ものであるが,そ の神経基 盤 の報告 は少 な い。視覚 物体認知 の鋭敏
な検査 であ る錯綜 図認知検 査 は,重 ね描 きされた複 数の物体 の線画 から描 かれている対 象 を同定す
るもので,大 脳 皮 質 の後 方領 域 障害患者 お よび,痴 呆 のあ るPDやLewy小 体 型 痴呆(以 下,
DLB)の 患者 において鋭敏 に視覚認知 障害 を検 出す る方 法 として知 られている,幻 視 のあるDLB
患者 では視 覚認 知 障害 と幻視 との関係 も報告 されている。 本研 究 は,(1)Poppelreuter型の錯綜
図認 知 課 題 を 用 い てPDの 視覚 認知 障害 の 特 徴 を 明 らか に し,(2)L8F-fluorodeoxyglucose-
positronemissiontomography(以下,FDG-PET)を用 いて,安 静時 の局所脳糖代 謝(以 下,
rCMRglc)を測 定 し,錯 綜 図認 知課題成 績 とrCMRglcとの相 関か ら視覚認 知 障害 の背景 にあ
る皮 質視 覚処理 の障害 を明 らか に し,こ れ らを合 わせて,PDの 特徴 的な症状 と して臨床的 に重
要 であ る幻視 の発現機序 を検 討 した ものであ る。
4つ の線 画 が重 な った刺 激 を提 示す る錯綜 図認 知 課題 を作 成 し,PD群45名 と健常 対照群20
名 に施行 した。 課題成績 と して,正 反応数(刺 激 に描か れている対象 を正 しく同定で きた個数),
錯反 応数(刺 激 に描 かれて いない他 の対象 を誤 って答 え た個数)の2種 類 の指 標 を測定 した。 更
に,錯 綜 図 認 知 障 害 と関 連 す る脳 領 域 を特 定 す る た め に,PD群 に対 してFDG-PETで
rCMRglcを測定 した。 結 果,PD群 の正反 応数 は対 照群 と比較 して少 な い傾 向を示 したが,そ
の差 は有 意 ではなか った。一方,錯 反応 数はPD群 で対照 群 よ り有意 に多 く,錯 反応数 の増加 は
5つの共変 量(年 齢 ・性別 ・運動機能障害 の重症度 ・記銘 力障害 ・一 般認知機 能低 下)と の関連
を除 いた解析 に お いて,右 外側後 頭複合(以 下,LOC)と 両側 側 頭頭 頂後 頭接 合(以 下,TPO
junction)のrCMRglcの低下 と有意 に相関 して いた。
本研究 は,痴 呆 を伴 わな いPDに おいて も錯綜 図認 知 障害が存在 し、 提示 されて いない対象 を
誤認 す る反応(錯 視)を 特徴 とす ることを見 いだ し,そ の錯視反応 は視覚処理 の腹側 の流れに属
す るLOCの 機 能低 下 と,背 側 の流れ に属す るTPOjunctionの機能 低下 と関連 してい る ことを
示 した。 これ らの結 果か ら,腹 側 の流れ に属す るLOCの 機 能低下 に よる視 覚補完不 全 と背側 の
流 れ に属 す るTPOjunctionの機 能低下 によ る,他 の対 象へ の注意 変換 の障害 が誤 認 の形成 に関
連 して い る可能性 が示唆 され た。 この ことはPDの 特 徴 的な症状 と して臨床的 に重要 であ る幻視
の発現 機序 を解明す る上で重要な示唆を与え る もので あ る。 よ って,本 論 文 は博 士(障 害科学)
の学 位論文 と して合格 と認 め る。
一491一
  
